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納税のおねがい

需工の要事業がf'l滋におとなわれるには、やは

りみなさんのと協力がなくてはできませんe

際貌はきめられた綴関内におさめるようおお
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R~" ・ 司マ""ャ:.... :'7"4 

水
道
事
業
計
同
間
決
ま
る

四
十
一
一
一
年
か
ら
一

部
給
水
開
始

本
附
聞
の
飲
料
水
は
、
す
べ
て

柏
崎
下
本
に
求
診
て
い
ま
す
e

送
制
叩
市
婦
問
絡
は
、
人
口
の
繍
加

や
工
組
揮
の
描
崎
山
州
に
と
も
な
っ
て

井
戸
…
mw
乱
掘
が
め
た
ら
、
と
の

ま
ま
で
は
飲
料
料
水
と
す
る
絡
下

水
が
胡
倒
れ
て
し
詑
う
と
い
う
状

態
に
あ
ち
ま
す
e

叉
、
水
震
は
つ
い
て
も
、
時
叶
船
山
‘

対
尚
三

0
0
ケ
商
問
の
将
一
戸
を
摘

出
し
て
飲
料
水
適
用
品
続
殺
を
実

情
掛
し
た
と
ζ
ろ
、
刻
表
の
よ
う

な
州
樹
祭
で
、
飲
料
開
加
に
透
す
る

水
が
会
休
の
一

C
%で
あ
き
、

終
段
衛
生
上
か
ち
閥
均
一
て
も
安
心

し
で
飲
料
料
水
に
使
対
で
き
な
い

状
態
で
あ
ち
え
す
。

と
れ
ら
を
鮮
晴
樹
す
る
た
め
に
、

水
遂
務
殺
を
実
施
し
、
務
純
伊
江

飲
料
水
を
務
係
、
供
給
し
て
、

公
衆
衛
生
の
'
同
上
告
は
か
る
と

と
と
し
ま
し
た
。

よ
占
車
道
事
裁
の
欄
間
接

V
品
和
水
区
掛
端

第
一
期
間
工
割
引
は
、
本
町
、
内
向

山
側
、
脇
陣
、
彩
、
栄
、
淡
水
、
官
同

臨
時
山
問
、
新
媛
、
終
盤
、
相
担
…
一
戸
、

厳
然
添
子
、
記
〈
平
公
材
、
下
ケ
持

出
向
務
、
中
執
時
と
、
中
媛
、
初
日

中
絡
下
、
獄
中
相
舎
の
各
行
政
渓

磁
沈
静
村
総
間
出
水
掛
覇
者
淑
叩
泊
賦
し
て

各
家
総
へ
給
水
す
る
a

V
水
源
及
び
水
鴨
胤
蜘
鰯
純
鼠

本
新
惜
鮮
の
水
深
山
悼
、
湖
北
A
H

宅
地
臨
開
疎
開
際
組
織
、
な
ら
び
に
そ

の側関
m
却
に
深
#
対
照
合
一
一

4
0米

f
二ムハハ
V

米
〉
七
持
者
総
り
、

水
僚
と
す
る
。

ζ

の
水
制
聞
か
ら
奴
・
ぶ
し
た
ぷ
を

我
孫
子
町
総
務
総
先
に
総
料
慨
す

る
浄
水
場
へ
導
水
し
て
、
消
端
部

浄
水
し
、
期
出
水
ポ
ン
プ
悩
送
式

に
よ
れ
l

仏
加
水
区
域
内
に
潟
水
す

久
U
M
O

亨
は
紛
次

昭
和
相
問
問
ト
江
川
問
題
同
月
…
口
M

か

ら
一
滋
納
期
間
棋
に
給
水
奇
的
め
る

糾
削
同
闘
で
す
。

V
Tム
干
祭

殿
和
問
問
十
一
年
度
・
か
ら
、
開
閉

お
凶
十
玄
白
瓜
z

榔
胤
ま
で
の
五
ケ
白
河
e

で
、
五
万
人
の
総
水
げ
い
附
加
す
る

総
愛
者
気
品
摘
す
る
予
定
で
す
。

な
お
給
水
区
綿
織
か
ら
総
か
れ
て

い
る
。
世
相
位
地
塚
、
説
明
木
地
区

な
ど
に
つ
い
て
は
、
第
一
一
総
務

識
が
で
針
爾
す
る
予
脚
光
で
す
む

件

一
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一
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一
線
血
者
の
し
お
り
え
行
な
っ
て
い
ま
す
。
拙
仰
の
晶
即
時
掛
か
ら
採
血
出
し
立
す
e

さ

い

。

…

…八
V
級
品
蹴
さ
れ
る
方
は
ど
ζ

へ
行
な
お
策
的
〈
一
一
一
一
〉
…
九
一
一
一

O

網
拡
政
勝
吋
開
問
も
一
ニ

1
双
分
で
、
緩
や
い
だ
し
不
問
持
労
に
つ
い
て
は
…

…
け
ば
よ
い
か
六
千
帯
地
問
問
血
務
研
究
所
食
淡
い
と
と
は
あ
れ
ソ
ま
せ
ん
。
議
出
時
以
慨
に
踏
ん
弟
、
親
せ
語
、
知
一

一
念
磁
的
に
は
、
旅
十
字
緑
樹
院
側
関
刊
行
明
、
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。
細
部
品
川
が
終
わ
っ
た
ち
、
体
殺
人
等
の
か
た
が
た
で
滋
市
川
を
し
一

一

セ

ン

タ

ー

へ

行

け

ば

よ

い

の

で

採

市

捕

手

緩

家

で

し

ば

ら

く

体

ん

明

、

い

た

交

で

い

に

ど

き

ま

す

。

…

…

す

。

血

液

々

ン

タ

l
n
w
受
付
で
き
ま
す
8

そ
の
と
き
は
銃
製
に
採
点
に
対
す
る
不
安
後
数
く
…

一

〈

キ

議

贈

賄

の

場

合

〉

は

、

品

献

血

者

名

然

、

滋

如

意

カ

終

楽

者

差

し

み

げ

る

と

と

に

し

た

め

に

…

一
献
忠
告
絡
恕
さ
れ
る
官
刈
り
取

1
ド
お
よ
び
チ
ャ
ー
ト
を
縫
っ
て
あ
り
ま
す
a

献
血
し
て
い
た
叫
肌
山
肌
げ
い
対
す
る
期
四
附
鮮
と
協
力
一

…
り
ま
と
め
は
、
税
同
公
庁
、
学
て
検
診
由
識
で
綾
絡
を
受
け
ま
す
だ
い
た
人
誌
は
、
滋
白
地
ヰ
ナ
側
慨
を
約
な
意
欲
が
あ
っ
て
も
、
ご
資
…

…
枝
、
帥
制
緩
、
出
掛
体
な
ら
び
に
幼
ヘ
j

j

i

l

-

-

9

白

j

z
苦
手
フ
ト
ル
と
い
う
採
血
議
…

…

議

組

織

ご

と

に

と

与

ま

と

め

て

一

血

液

の

知

識

と

)

に

つ

い

て

不

室

長

た

れ

る

一

山

次

に

取

し

込

ん

で

く

だ

さ

い

。

・

日

入

M
V
安
出
汁
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
…

…

芸

喜

喜

一

一

フ

一

五

献

車

位

註

な

し

(

す

が

、

ζ
れ
は
、
人
体
と
喜
一

…
千
葉
県
察
十
学
山
山
液
セ
ン
タ
…
:

:

!

i

j

j

e

a

a

e

j

i

e

且
晶
と
の
関
係
壱
然
れ
ば
、
淡
し
一

一・53335e

滋
緩
千
葉
〈
三
宮
一
一
ニ
ハ
U

ζ

と
明
、
試
問
診
の
ほ
か
、
盗
綴
し
あ
げ
ま
す
。
て
心
描
出
す
る
と
と
は
な
い
と
い
一

…

一

一

河

や

綴

液

の

比

蚤

縦

波

絡

を

行

絞

崩

事

相

慣

に

つ

い

て

は

、

き

う

ζ

と
が
わ
か
り
ま
す
e

…

…
然
十
字
山
絞
殺
セ
ン
タ
ー
移
動
な
い
、
採
滋
し
で
も
さ
し
っ
か
き
に
述
べ
た
と
お
り
で
す
が
、
人
体
の
会
期
設
は
き
中
J
m
w
z

一
様
浅
瀬
(
し
ら
ゆ
り
机
q
v

の
一
え
ぷ
い
か
を
縁
側
が
淡
定
い
た
本
人
ま
と
は
市
部
淡
怒
川
伊
持
制
農
を
ん
日
明
、
、
お
お
む
ね
休
筆
一
キ
ニ

…
日
採
点
湾
総
人
数
は
百
人
J
W
し
ま
す
の
中
旬
、
安
心
し
て
綴
盗
必
援
と
す
る
と
き
は
、
と
の
献
に
つ
註
旬
、
七
一
ニ
・
久
、
5
7
5
y
…

…
一
一
一
十
人
く
ら
い
明
、
す
の
で
市
叶
叫
に
臨
む
ζ

と
が
で
き
ま
す
砂
血
字
幅
棋
に
よ
っ
て
、
核
綴
に
よ
ト
ル
、
女
子
mw
場
合
で
六
M
W

・山

一
み
が
あ
ち
し
だ
い
に
地
縁
、
人
柑
関
山
地
の
要
出
現
時
同
係
的
措
制
が
説
る
炎
柑
院
の
同
席
N
r
而
肌
柑
慨
を
縦
問
先
的
む
ミ
ヲ
き
シ
ト
ル
と
さ
れ
て
お
…

一
数
等
を
検
殺
し
設
も
能
準
的
問
に
間
関
い
た
し
設
す
。
に
お
総
帥
り
い
た
し
ま
す
の
ぞ
、
り
ま
ず
の
り
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
然
一

…
渓
織
で
き
る
よ
う
に
針
習
の
う
締
結
滋
ベ
ッ
ト
げ
刷
機
に
な
っ
亡
、
大
切
に
係
序
し
て
お
い
て
く
だ
笈
に
よ
っ
亡
幻
欝
さ
れ
立
す
。
山

'

l

h

:

1

5
ネ
く
肉
激
化
さ
れ
る
た
め
、
が
も
た
れ
て
お
ち
ま
す
の
で
港

全
関
ヘ
ダ
イ
ヤ
ル
で
通
話

ζ
れ

を

号

制

慨

す

わ

け

に

い

か

雪

童

話

れ

る

夏

、

皇

ず
闘
っ
て
お
h

ツ
ま
す
e

一
応
お
怖
の
間
口
安
も
で
き
ま
し
た
心
で

電
器
輪
出
同
動
化
ヱ
事
選
む

百
四
日
間
の
お
叫
削
ル
刊
を
し
て
お
き
、
抑
制
持
抑
制
抑
附
慌
時
時
へ
由
申
し
込
ん
で
く

総
孫
子
鐙
報
綴
綴
燃
は
、
み
附
附
の
電
話
一
本
作
切
に
つ
い
て
も
綴
必
局
の
一
絞
擦
を
ま
っ
て
、
有
だ
さ
い
。

な
さ
4
ゑ
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、
耐
時
総
明
弘
常
総
け
て
お
り
ま
す
。
篠
崎
瑚
ほ
の
電
話
の
何
陥
没
す
る
よ
淡
綴
字
国
間
却
制
緩
料
的
日
間
の
馬
会

背
水
制
作
二
廷
に
悶
附
議
す
る
た
め
不
綴
北
国
刊
の
後
総
出
国
弘
耕
作
ぬ
げ
い
つ
う
に
諌
綿
摘
を
す
る
こ
と
げ
仏
海
え
は
線
用
階
級
中
出
願
添
践
に
で
き
ま

世帯
U
P
滋
め
ら
れ
て
お
ち
ま
す
。
い
て
は
、
回
開
会
予
策
総
の
貿
授
で
お
ち
ま
す
。
す
が
、
今
月
か
る
来
年
一
コ
同
窓

手
を
越
す
榊
陥
叫
附
加
入
品
柑
制
点
狩
は
終
今
立
し
た
い
か
間
同
期
瑠
は
糊
間
百
聞
な
お
湖
北
田
岡
の
絞
殺
如
加
入
誌
で
榊
階
級
線
湾
設
広
務
に
か
か
り

も
に
の
由
民
品
開
化
に
よ
ソ
て
希
滋
子
園
柑
よ
れ
ツ
す
と
し
渡
れ
て
市
消
却
州
選
者
が
非
骨
m
w
h
少
往
い
た
め
、
ま
す
の
マ
よ
ろ
し
く
と
協
力
く

が

災

ち

、

議

定

の

初

期

入

者

も

ダ

十

一

月

と

な

る

予

波

明

、

す

。

だ

さ

い

。

イ
ヤ
ル
一
つ
明
、
骨
内
閣
問
主
西
京
綴
ω
巾
布
校
総
ば
は
い
ま
、
出
W
W
悶悶判

へ
の
滋
一
絡
が
で
き
ま
す
a

で
鎗
超
高
ふ
り
殺
り
机
淑
い
1
q
し
て
お

附
で
は
、
活
謡
白
日
齢
制
作
判
削
枕
遂
り
ま
す
が
、
こ
の
間
州
制
問
削
叫
が
自

制
問
成
田
内
開
出
会

ωパ
ヅ
ク
ア
ッ
プ
激
化
き
れ
る
の
は
、
成
田
山
総
削
刊

に
よ
っ
て
一
円
計
色
問
中
く
政
基
関
電
後
綴
附
聞
が
舟
財
務
総
綴
と
な
る
今

滋
と
な
る
よ
う
に
関
係
成
功
悶
聞
に
恒
干
の
十
一
月
の
予
ゑ
と
な
づ
て

脇
閥
、
き
か
け
て
お
り
ま
す
が
、
本
お
h

ツ
ま
ず
か
ら
、
殺
孫
子
園
紺
よ

(
完
成
間
近
い
電
毅
鐙
緩
ロ
持
〉

一
十
機
関
付

総
岨
で
、

T
・
5
と
い
う

帯
創
人
か
ら
技
会
綴
へ
、

肺
日
吋
次
の
よ
う
な
手
紙
と

も
千
玄
後
伊
を
悶
お
し

災
》
て
怨
き
ま
し
た
。

関

長

は

、

即

時

議

お

げμ
勤
め
て
い
る
者
守

・:隙
i
・e-
私
は
、
仕
件

行
政
漆
絡
晶
異
変
わ
る

十
品
目
立
白
か
ら
行
絞
途
絡
回
丹

市w
一
裁
が
一
次
の
と
お
ち
か
わ
ら

A

ぴ
ふ
し
た
。
な
お
、
滋
懇
お
よ
び

品
山
本
ぬ
行
政
逮
務
総
は
、
急
滋

と
貼
悦
畔
市
・
人
口
が
増
加
し
ザ
し
い

ま
す
の
で
、
山
棋
の
よ
う
に

K
M峨

争
、
分
制
的
し
、
分
刻
し
た
そ
れ
ぞ

れ
の
町
間
後
日
仏
速
熱
気
者
お
く
ζ

と
に
な
ち
ま
し
た
9

加
以
降
伊
藤
摘
出
治

〈州問一
μ
九
九
甘
い
市
相
対
地
)

問
山
師
比
比
粧
品
本
多
ミ
サ
ネ
J

(
叡
一
円
一
八
V

八
五
審
議
〉

並
木
山
ゆ
問
問
出
現
と
み

動
部
州
岡
市
問
中

〈
終
結
叫
九
人
総
務
総
〉

附
同
朝
間
渡
辺
秀
，
m
八

〈
都
お
い
川
八
唱
骨
格
〉

部
制
水
小
川
川
久
腕
峨

〈
部
柄
本
…
八
三
五
議
効
〉

tw位
台
殺
体
暗
誠
一
一

(
お
銭
八
六
一
審
議
)

布
教
下
斉
藤
楠
山
中
川
八

〈
荷
役
二
…
問
問
笈
務
総
v

衛
往
来
機
水
浴
之
助

門
市
金
一
一
気
九
六
務
地
)

Q
5
紳
部
数
出
凶
お
よ
び
品
脱
水
訟

mw
逮
務
員
は
、
従
前
削
れ
り
ゃ
β
けか

引
引
き
続
き
戸
は
い
立
す
。

霞IIJ盟醐車軸醒廃盤

総務41年3Jl31S'!見在

鰐 16.699人{前月比10告人総}

11: 17，073入 ( ?I 58入浴}
計 33，772¥ ( グ 166人地)
設封書童文7，940総務(IIG5.1主務議〉

一。議議
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消
防
職
員
募
集

野
で
は
抽
削
防
総
同
円
を
次
の
と

お
ち
募
集
し
て
い
ま
す
。

亨
受
験
段
油
相

ω昭
和
十
一
絡
七
月
一
日
か

ら
、
開
閉
和
二
十
三
加
工
月
一

8
ま
で
に
後
れ
た
男
子
。
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時
税
収
入
昨
年
同
期
を
上
湖
周
る

一
一
一
月
末
日
で
九
十

びa. 報広(~喜三種郵便物言霊ïlJ)

我
材
開
↓
寸
前
開
会
派
第
十
九
守

地
方
向
料
品
抑
止
問
第
二
開
問
一
二
条

の
父
、
始
蹴
ぴ
に
、
我
孫
子
町

叫
財
政
務
憾
の
作
成
及
び
、
公

遂げ
μ
関
す
る
条
例
の
裁
定
に

よ
れ
ツ
、
昭
和
四
十
待
問
脱
出
W

叫問

時
組
事
務
者
公
淡
い
た
し
ま
す

緩
和
問
問
中
2

…阿部叩品目品川一日

射
向
脱
税
鈴
木
和
判
官
押 40年度の既設公

一
般
会
則
前
の
綬
入

一
級
会
計
の
奴
入
は
、
脚
時
制
併

で
九
十
一
%
、
昨
年
間
内
潟
市
W

九

十
%
と
比
較
し
主
寸
と
一
%
の

織
率
と
な
れ
ツ
ま
す
が
金
額
げ
い
し

て
約
一
一
%
一
万
制
作
綴
綴
と
な
っ
て

お
り
、
録
制
射
的
財
制
札
入
状
態
は
良

好
と
い
え
ま
す
。
笈
口
月
末
吊
り
出
山

総
酬
附
州
制
制
間
交
で
に
は
九
十
五
%

の
節
税
収
入
が
見
込
完
れ
い
て
お

与
ま
す
。
国
際
支
出
金
と
削
減
交

災
金
は
、
毎
年
向
仙
制
側
聞
綿
鱗
鮒
捕
と

ろ
ど
っ
と
制
収
入
き
れ
℃
h
o
h
ま

す
の
で
五
月
比
市
中
氏
総
当

ω大
半

が
制
収
入
で
き
る
見
込
み
で
あ
り
'

ま
す
。
山
間
制
撚
殺
人
、
官
可
出
mA忠な

ど
は
帥
村
市
此
叫
削
摺
却
で
あ
号
、
そ
の

校
入
者
ま
っ
て
一
事
業
を
行
な
い

ま
す
の
で
収
入
の
な
い
際
ち
災

お
も
あ
ち
ま
せ
ん
。

会
的
践
的
叫
に
予
務
と
収
入
の
状

態
は
、
良
好
で
あ
ら
決
算
出
何
に

お
け
る
開
閉
お
間
関
・
十
年
佼
の
一
絞

会
計
の
や
e
繁
に
対
す
る
奴
入
歩

合
は
九
十
笠
%
程
変
と
見
込
ま

れ
て
お
り
ま
す
e

一
議
会
計
の
支
出
州

本
年
三
湾
中
広
務
伐
の
災
山
山
崎
前

帽
朗
誌
、
同
期
和
柑
間
関
十
年
出
悦
の
予
算

に
対
し
て
八
十
五
%
と
一
計
一
関
ど

お
り
糾
執
行
さ
れ
て
お
り
玄
す
。

州
間
十
路
践
に
お
ζ

芯
っ
と
お

も
な
家
業
に
つ
い
て
は
例
制
掃
の

と
お
ち
で
あ
り
古
す
が
、
問
問
ふ

の
政
相
蝉
事
業
費
一
一
、
八
七
ハ
U

万

悶
刊
を
は
じ
め
、
耐
問
哨
期
務
盤
以
絞
殺

ヅ
ー
片
盗

殺
事
業
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

予
務
付
作
泌
す
る
支
出
歩
合
(
り

渓
の
ゆ
明
、
土
木
繁
mw
支
出
が
予

算
機
付
h
M
持
し
て
ヌ
4
2
八
%
と
び

く
い
の
は
、
滋
河
川
削
、
ガ
ス
工
一
製

品
艇
の
道
路
復
侶
玄
海
唱
が
お
く
れ

て
い
る
た
め
の
支
出
向
と
務
総
工

泰
な
ど
の
米
払
い
が
油
開
っ
日
仁
お

ち
玄
す
。

緩
和
制
開
時
十
絡
波
予
算
総
額
に

対
す
る
交
織
は
約
九
十
三
%
で

決
算
明
、
き
る
の
で
は
な
い
か
と

悶
見
込
荒
れ
て
お
ち
ま
す
。

特
別
会
計
の
よ
う
す

儲
間
易
水
道
会
計
は
、
日
枠
内
持
品
偶

立
祭
皆
持
品
目
が
悌
糊
叙
さ
れ
て
い
て

良
好
で
あ
れ
ノ
立
す
。

附
開
災
後
線
開
部
品
問
一
製
薬
会
計

は
、
ヤ
樹
持
輔
燃
に
対
し
て
九
十
九

%
の
絞
入
が
あ
号
、
支
出
削
は
、

七
十
八
%
で
あ
ち
ま
す
が
後
欄
制

緩
な
ど
の
支
払
い
い
か
申
込
怠
然
記

で
お
乙
な
わ
れ
て
決
然
終
に
は

若
子
の
繰
越
A
臓
が
明
、
き
る
と
間
見

込
ん
で
お
ら
ま
す
。

災
市
中
品
説
ふ
ふ
品
淵
何
時
圏
整
理
一
卒
業

会
計
は
、
側
関
恥
料
開
間
十
年
震
に
お

い
て
淡
銅
線
の
潟
側
聞
の
工
事
者

銘
了
し
、
抽
出
ち
の
T
一帯型も問問和利

開問
uTd
年
度
中
広
閥
均
的
地
ず
る
予

品情
M

郁
子
総
後
鈴
木
和
喜

% 

ゆ況で
T

・
占
禁
が
遂
&
ち
れ
て
お
り

え
す
。

ζ

の
予
定
よ
れ
ツ
広
務
が

お
く
れ
て
お
り
ま
す
の
明
、
予
輪
郭

に
計
上
し
て
い
る
M

郎
総
給
処
分

が
で
き
ず
収
入
双
山
州
と
も
パ

i

セ
ン
テ
ー
が
が
ひ
く
く
な
っ
て

お
与
党
す
が
、
ヌ
壌
の
滋
艮
に

と
も
な
い
綴
和
利
間
十
一
年
波
'mm

に
は
、
相
相
当
の
区
同
間
前
煎
訓
岨
が
明
、

き
る
も
の
と
間
期
待
さ
れ
て
お
り

え
す
。特
別
財
強
会
計
は
、
従
来
の

土
地
茨
有
者
げ
か
総
務
務
ま
た
は

擦
が
務
で
あ
っ
た
も
の
を
箆
の

続
穏
と
し
て
、

ζ

の
土
地
を
処

分
し
た
資
金
で
そ
の
地
域
民
公

共
施
設
な
ど
を
作
っ
て
滋
苅
し

よ
う
と
す
る
約
療
の
余
計
で
、

傾
和
四
十
即
時
緩
必
級
八
万
余
に
つ

い
て
は
、
問
和
総
十
一
奴
俊
市
り

一
品
絞
会
計

κよ
っ
て
務
嘩
患
が
お

と
訟
わ
れ
ま
す
。

問
時
後
一
問
機
八
千
万
円

本
酎
時
め
よ
う
に
人
口
が
慾
速

に
犠
約
す
る
事
釘
終
ま
に
衛
公
判
郡

朝
酬
の
衛
星
務
第
と
し
て
の
倒
的
践

を
整
え
る
た
め
に
は
、
い
ろ
い

ろ
の
伎
一
明
告
し
な
け
れ
ば
同
な
ち

ま
せ
ん
窃
し
か
し
綴
伝
t

入
っ
て

く
る
絞
殺
な
ど
に
は
限
ち
が
あ

ち
設
す
の
で
一
時
的
に
溺
な
ど

か
込
お
ふ
践
を
酷
滑
り
て
一
事
業
を
お

ιな
い
立
す
。
と
の
袋
入
品
肌
は

凶
間
期
(
十
忽

-t二
十
部
州
〉
に
受

払
い
、
利
子
も
渋
い
も
必
を
料

用
し
立
す
が
ζ

れ
を
削
船
協
問
え
た

は
即
時
綴
と
よ
ん
で
お
れ
ソ
吏
す
。

今
立
で
に
。
年
校
や
町
営
住
宅
mw

掛
間
後
焚
品
認
の
一
銘
と
し
て
倦
与

℃
お
ち
ま
す
が
総
額
で
}
綴
匂

千
九
百
六
十
開
問
万
八
子
m
m
と
な

?
で
h
0
・
り
ま
す
母

前
回
可
釘
蕊
幼
間
以
三
千
5
・

1
〉
一
衡
の
ゆ
炎
公
同
開
融
阻
の
副
知

壌
市
叩
円
一
明
約
機
糾
聞
の
決
定
」
は

吋
時
期
双
子
孫
の
議
決
」
と
訂
正

し
ま
す
。
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t!:気E
l8:ii購喜寝苦難
誇十

表
す
る
よ
う
に
紋
織
と
糸
側
関
で

き
診
ら
れ
て
い
読
す
。

今
回
闘
は
、
関
和
利
回
十
M
M
t

援
の

即時出
W

齢
別
淡
に
つ
い
て
公
表
い
た

し
立
す
。
酔
地
核
公
表
と
い
い
ま

す
と
数
字
が
主
体
と
な
っ
て
き

ま
す
が
、
と
れ
を
守
き
る
だ

予
算
の
使
用
の
あ
h
泳
、
的
拭
同
り
、
わ
色

入
の
状
混
と
、
附
町
の
叫
制
緩
、
蜘
聞
い
と
心
M

出
慌
の
務
在
溺
お
よ
び
二
時
持
田
入
し
ま
ず
。

会
M
W
側
織
な
ど
、
絡
の
財
政
の
あ

h

リ
方
弘
乞
斜
伸
一
一
間
関
以
上
住
民
民
公
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